
に
い
が
た
私
学
争
議
団
支
援
共
闘
会

議
は
、
帝
京
長
岡
高
校
・
吉
田
先
生
に

出
さ
れ
た
、
不
当
処
分
（
け
ん
責
・
謹

慎
）
に
対
す
る
支
援
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
役
員
会
を
４
月
21
日
18
時
30
分

よ
り
私
学
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
調
査
を
実
施

新
潟
県
労
働
委
員
会
へ
２
０
１
５
年

10
月
16
日
に
提
訴
し
、
現
在
３
回
の
調

査
が
実
施
さ
れ
、
第
４
回
調
査
が
４
月

27
日
・
第
５
回
調
査
が
６
月
１
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
件
の
経
過

バ
レ
ー
部
監
督
を

外
さ
れ
る

○
２
０
１
４
年
３
月
に
部
活
動
の
指
導

を
め
ぐ
っ
て
吉
田
先
生
に
一
部
の
保
護

者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
（
吉
田

先
生
は
バ
レ
ー
部
の
監
督
）

○
そ
の
こ
と
で
職
員
会
議
で
、
吉
田
先

生
は
監
督
を
外
さ
れ
、
部
活
動
か
ら
距

離
を
置
く
こ
と
に
な
る
。

○
９
月
22
日
に
学
園
側
弁
護
士
か
ら
、

部
活
・
生
徒
の
指
導
の
件
で
聴
取
が
行

わ
れ
る
。

○
弁
護
士
の
居
る
場
で
、
弁
明
書
の
署

名
・
捺
印
を
強
制
さ
れ
署
名
・
捺
印
す

る
。
組
合
は
弁
明
書
を
理
由
に
処
分
し

な
い
こ
と
・
部
活
動
を
含
む
教
育
活
動

に
不
利
益
な
処
遇
を
し
な
い
こ
と
・
を

求
め
る
申
入
れ
書
を
提
出
し
た
。

○
10
月
16
日
、
学
園
か
ら
回
答
・
吉
田

教
諭
の
処
分
は
懲
罰
委
員
会
で
審
査
し

決
定
す
る
。
申
入
れ
書
で
、
吉
田
教
諭

が
組
合
員
で
あ
る
こ
と
の
通
知
を
も
ら
っ

た
と
受
け
止
め
る
。

な
ぜ
反
協
力
的
組
織
に

入
っ
た
の
か
？

○
教
頭
は
、
吉
田
先
生
に
対
し
不
当
労

働
行
為
発
言
「
な
ぜ
学
園
の
反
協
力
的

組
織
に
入
っ
た
の
か
？
」
な
ど
多
数
発

言
し
て
い
る
。

○
10
月
23
日
、
組
合
は
申
入
れ
書
を
提

出
。
校
長
は
処
分
し
な
い
と
明
言
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10
月
16
日
付
回
答

書
で
は
「
処
分
し
な
い
こ
と
を
約
束
し

て
い
な
い
」
な
ど
、
組
合
員
を
理
由
に

不
利
益
扱
い
・
不
当
労
働
行
為
。

●
役
員
会
で
の
全
体
の
意
見

○
帝
京
長
岡
高
校
は
、
全
ク
ラ
ス
数
が

約
30
ク
ラ
ス
な
の
に
正
規
の
先
生
が
40

名
・
常
勤
、
非
常
勤
講
師
が
約
20
名
で

全
体
で
60
名
く
ら
い
。

私
教
連
が
考
え
る
基
準
は
ク
ラ
ス
数

×

２
＝
先
生
数
と
考
え
て
い
る
。
帝
京

長
岡
は
先
生
の
数
が
足
ら
な
い
。

○
特
待
生
に
対
し
て
財
政
的
な
負
担
が

大
き
い
。
以
前
、
あ
る
私
立
の
高
校
で

特
待
制
度
が
あ
っ
た
が
年
間
・
９
千
万

円
く
ら
い
か
か
っ
て
い
た
。

帝
京
の
場
合
は
、
２
億
円
近
く
か
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
先
生

の
数
を
減
ら
し
正
規
の
先
生
の
数
が
極

め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
徒
（
特

待
生
）
が
校
長
の
言
い
な
り
に
な
っ
て

い
る
。
労
働
委
員
会
で
嘘
の
証
言
を
さ

せ
て
い
る
。
特
待
生
の
弱
点
か
。
生
徒

は
嘘
の
内
容
を
書
か
さ
れ
て
い
る
。

学
園
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
校
長
の

独
断
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
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○
帝
京
長
岡
高
校
の

現
状
に
つ
い
て

特
待
生
の
制
度
に
問
題
が
あ
る
。
財
政

的
負
担
が
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
件

費
が
削
減
さ
れ
先
生
の
数
が
極
め
て
少
な

い
。良

好
な
教
育
環
境
に
な
っ
て
い
な
い
。

先
生
の
賃
金
・
手
当
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
る
。

特
待
生
の
立
場
が
弱
い
。
学
校
・
校
長

の
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒
が
嘘

を
つ
く
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
教
育
環
境
を
改
善
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
特
待
生
は
現
在
70
名
。
ス
ポ
ー

ツ
の
強
い
学
校
だ
。
強
化
選
手
を
海
外
ま

で
行
っ
て
入
学
さ
せ
て
い
る
。

○
宣
伝
用
の
チ
ラ
シ
・
署
名
用

紙
の
作
成

５
月
中
旬
ま
で
に
作
成
す
る

○
各
単
産
・
単
組
へ
の
オ
ル
グ

を
実
施

チ
ラ
シ
・
署
名
用
紙
作
成
後

各
労
働
組
合
へ
オ
ル
グ
を
実

施
す
る

○
総
決
起
集
会
の

開
催
に
つ
い
て

決
起
集
会
を
開
催
し
訴
え
運

動
を
広
げ
て
い
く

日
程
は
８
月
以
降
、
参
議
院

選
挙
が
終
了
し
て
か
ら
取
り

組
む

○
労
働
委
員
会
へ
は
「
バ
レ
ー

部
の
顧
問
に
戻
す
こ
と
」
で

提
訴
し
た
。

４
月
も
下
旬
に
な
り
ま
し
た
。
桜
が
咲

い
て
、
こ
れ
か
ら
は
新
緑
の
季
節
に
な
り

ま
す
。
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

桜
は
見
に
行
き
ま
し
た
か
？
桜
が
咲
く

時
期
は
風
が
強
く
て
満
開
の
頃
に
な
る
と

風
が
強
く
な
り
ま
す
。

４
月
、
５
月
、
６
月
と
日
程
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
統
一

メ
ー
デ
ー
が
実
現
し
ま
す
。
そ
し
て
新
潟

で
も
参
議
院
選
挙
に
は
野
党
共
闘
が
実
現

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
統
一
行
動
が
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
18
日
（
土
）
に
地
本
主
催
・
組
織

拡
大
経
験
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
仙
台
地
本
の
方
々
と
交
流
を
深

め
ま
す
。
仙
台
地
本
の
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
を
学
び
、
交
流
を
深
め
た
い
と
決
意

を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
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○５月１日（日）

第８７回メーデー

○５月２１日（土）

国労結成７０年記念講演とレセプション

○５月２６日～２７日

国労東日本野球大会

○６月５日～６日

全国組織拡大経験交流集会

○６月１４日～１５日

東日本運輸協議会交流会

新潟開催

○６月１８日（土）

地本組織拡大経験交流集会

○６月２４日（金）

トキめき鉄道検証会議


